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エンリケ4世の王位継承戦争におけるプロパガンダ (1457-74年)

大 原 志 麻

は じ め に

エンリケ4世の王位継承問題は,中世政治史の中

で,最も注目されてきた問題の一つである｡20世

紀初頭のシツチェス1)を皮切りに,エンリケ4世の

跡を継いで即位したイサベルの正当性に疑義が唱え

られ始めた｡1930年には,医者兼歴史家であるマ

ラニヨン2)による,エンリケ4世の性的不能につい

ての医学的研究が出され,この問題に一石を投じ

た01960-70年代,スアレス ･フェルナンデスと

ビセンス ･ビーベスを中心 とした論争3)を経て,

｢エンリケ4世の性的不能は相対的なものであり,

フアナは,エンリケ4世が婚姻継続中に生まれてい

るので,王の嫡子とみなすことができ,王位継承権

を有していた｣という見解が,通説として認められ

た｡

しかし,実際に即位したイサベルの王位継承が,

いかに実現されたかという問題は,今日においても

未解決のままである｡すなわち,イサベルの即位

は,いかなるものに基づいて合法性を獲得したかと

いう問題である｡実際この時期は内乱期であり,紘

源となりうる実定法4),条約5),同盟6),遺言7)がこ

とどとく否定されており,王位継承をめぐる法が一

般的に尊重されていたとは考えられない｡エンリケ

4世期カステイ-リヤは,フアン2世の法の拡大解

釈に端を発して,法執行がきわめて不安定な状態に

おかれていた｡また血統上の問題に,より力点がお

かれていたために,法に決定的な意味を持たせてい

たわけでもなかったことが,イサベル即位が ｢不確

かな継承｣とみなまれている要因であろう｡

｢イサベルの即位は,結局反乱貴族による軍事的

勝利である｣とみなす見解8)も存在する｡しかし実

際のイサベル派勢力は,1468年9月のギサンド条約

以降,トレド大司教,エンリケス鼠 マンリケス家

のみとなり,軍事的に優勢であったとはいえない｡

したがって,イサベルの即位が軍事力により実現し

たとも考えがたい｡

ここでは,エンリケ4世の王位継承抗争を,より

広い社会的文脈のなかで捉え,これまでとは違った

意味で史料を捉えなおしていくことによって,イサ

ベル即位の正統性について考察したい｡この再検討

のキーワードとなるのが,プロパガンダである｡

これまでの研究においては,エンリケ4世斯また

カトリック両王期においても,この王位継承に関す

る記述は,偏ったものとされていた｡すなわち,翠

事的にイサベルが勝利を収めた後,イサベルの立場

を正当化するために,エンリケ4世を否定するプロ

パガンダを行う必要があり,後の年代記などにおい

て,反エンリケ ･親イサベルの記述がなされたとい

うのである｡しかし1464年から1474年に及ぶ内戦

において,実際に軍事衝突があったのは,1467年8

月20日における,3時間のオルメドの戦いだけであ

る｡つまり武力によって抗争は終結をみなかったの

であり,当時の記述のあり方,プロパガンダについ

ては,再検討する必要があると考えられる｡

中世カステイ-リヤにおける,王権に関わるプロ

パガンダについては,ニエト･ソリアを中心に研究

されてきた9)｡しかしこれまでの研究は,図式的な

範囲を出ておらず,しかも中世後期を-指して取り

扱っており,時代性を軽視している｡また,支配層

の視点のみから研究され,｢下からの影響｣は等閑

視されたままである｡

｢民衆の声｣は記録されていない｡そのため伝来

史料に基づく方法論からは,プロパガンダの受容者

としての民衆の役割は解明できないものと苦れてき

た｡つまり,どのように受容され,影響力を持ち得

たのかというプロパガンダの有効性を考慮せず,

｢できる限り多くの人々｣に情報を流布させること
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が,プ ロパガンダのあり方であるという固定観念に

とらわれていたのである｡その結果,プロパガンダ

の構造解明が哩味にされたままであることは否めな

い｡また,受容者たる民衆が持つ集団心性の存在意

義も,仮説の枠を出ていない｡これは,中世カステ

イ-リヤにおけるプロパガンダ研究が漠然とした抽

象研究にとどまっていて,特定の事件に着冒した事

例研究がこれまで行われてこなかったためであると

いえる｡そこで,プロパガンダが持つ意味に注目す

る研究の立場からも,エンリケ4世の王位継承抗争

における具体的なプロパガンダのあり方をみていく

ことは,有益であると考える｡

エンリケ4世の王位継承抗争は ｢見えない戦争｣

によって争われた｡それゆえ,この間題は,それぞ

れの党派がもつイデオロギーが,どのように実践さ

れたかを理解する好例であるといえる｡イデオロギ

ーが,そのまま実践されることはない｡プロパガン

ダを目的として,利用可能な形にアレンジされ,用

いられる｡このときに底流にあるものが表出するた

め,時代の思想的･心理的実態を探るのに格好の素

材である｡また,エンリケ4世期の王権の弱体化

は,いわゆる｢表現の自由｣を許したため,様々な

立場からの豊富な議論がなされた｡したがって政治

のあり方をたどる宝庫でもある｡

プロパガンダの範囲は,王権 ･貴族闇のイデオロ

ギーを通した利害抗争だけに留まらず,都市や村々

にも及ぶ｡このことは,諸地域がエンリケ派 ･イサ

ベル派に分かれ,内乱に参加したことから理解でき

る｡このように,社会の上層のみならず,中下層に

も広がるプロパガンダは,社会の上層 ･中下層の間

に相互作用を生み出した｡このような上下の相互作

用がみられる事例を取り上げ,研究することによ

り,これまで無視されてきたプロパガンダの具体的

構造解明を試みることが可能である｡それを通じて

中世末期の社会の一端を描き出すことが,本論文の

目的である｡

Ⅰ上層階級におけるプロパガンダ:エンリケ

4世の廃位をめぐる議論の形成と言説空間

貴族のエンリケ4世に対する反乱は,よりよい恵

与の獲得を目的としており,各家門単位の利害に基

づき行動したとまれる｡それぞれの貴族の動機につ

いては,スアレス ･フェルナンデス,パル ･パルデ

ィビエソの研究が関説している10)0

エンリケ4世の王位継承争い時には,貴族は大き

く分けて三党派に分裂した｡それぞれが高次のイデ

オロギーに基づいて行動していたわけではないが,

王に敵対する場合,反乱を正当化するための大義名

分は必要であり,周到に練られたプロパガンダが,

さまざまなメディアを用いて流布された｡

『七部法典』に定められた王としての行動規範は,

15世紀に,王権プロパガンダとして ｢告知｣11)され,

オルメドのコルデス12)などを通し,繰り返し広め

られてきた｡王の行動規範は,神学者により定めら

れ,｢穂高き王｣｢キリスト教の王｣｢法の主人｣｢戦

闘的な王｣など27項目に分類されている13)0

これら王権正当化の議論は,エンリケ4世がこの

モデルに当てはまらず,王として相応しくないとし

て,反乱貴族により逆利用された｡反乱貴族による

自己正当化の論拠は,1457年から1464年までに固め

られた｡この時期は,エンリケ4世の廃位,対立国

王 ｢アルフォンソ12世｣を擁立,1464年のアビラの

三文芝居事件により,貴族反乱がクライマックスを

迎える時期である｡神学は学問の領域に留まらず,

このように政治的正当化の武器として取り上げら

れ,アレンジされて,党派間の抗争において用いら

れた｡

1457年10月16日の対グラナダ戦争の休戦条約を

機に, トレド大司教,サンティリヤーナ候によっ

て,エンリケ4世に対し,最初の神学的論拠に基づ

く｢請願｣14)が出された｡この ｢請願｣は,国内で発

表されると同時に,教皇庁にも送付された｡｢廃位｣

の前例があるとはいえ,貴族に王を ｢廃位｣する権

限はなく,貴族たちは教皇の後ろ盾を求めたのであ

る｡

1457年の ｢請願｣をもとに,再度1460年 ｢王国が

醜聞により受けた被害を回復するため｣トレド大司

敬,サンティリヤーナ侯,ファドリケ ･エンリケス

操菅などが結集して,エンリケ4世への ｢請願｣ユ5)

がなされた｡そして,1462年 トレド大司教,どリェ

-ナ侯,カラトラバ騎士団長を中心に,トレドのシ

スラ修道院で反エンリケ派による集会16)が持たれ
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た｡ここで,｢請願｣の内容が練り直された｡同年7

月20日,年代記作者バレーラは,ペ ドロ1世を筆頭

に過去に廃位されたカステイ-リヤ内外の王たちを

例に挙げて,エンリケ4世への批判17)を強めた｡

この時期エンリケ4世に寄せられた ｢請願｣の要

点は,主に4点に整理することができる.罪-点

は,｢異教の王｣,そして第二点は ｢臆病｣という批

判である｡対グラナダ戦争を,グラナダ王の差し出

す富により休戦協定を結んだことを根拠とした批判

であることはいうまでもない｡これを是正し,キリ

スト教を尊重して,イスラム教徒を懲罰すること,

そして,教会に対する迫害をやめることなどが,エ

ンリケ4世に要求された｡

第三点は,｢法の軽視｣である｡ここでは,臣下

の意見の無視,先王の未亡人イサベル王妃への不当

な処遇,アルフォンソ王子を差し置いて,｢王妃の

娘｣フアナを王位継承者としていることが根拠とな

っている｡それを改め,遅滞している戦争功労者へ

の報奨授与が王に要求された｡

第四に,なによりも大きな意味を持った批判は,

王が ｢性的不能者｣であるという批判である｡これ

は実証不可能な問題である｡しかし,王の性的不能

は娘フアナの正統性否定につながるために,最大の

論争点となるべき批判だった｡

1462年8月11日から,エンリケ4世がアラゴン王

フアン2世と敵対するようになったため,エンリケ

ス家,トレド大司教18)は,決定的な反エンリケ派

となった｡これにどリェ-ナ候が加わる｡1463年4

月23日に一旦和解するが,1464年エンリケ4世がベ

ルトラン･デ ･ラ ･クエバにレデスマ伯位を与え,

空位になっていたサンティアゴ騎士団長位を授与す

るとの噂が広がったため,大貴族の行動が先鋭化し

始めた｡1464年5月16日にトレド大司教,どリェ-

ナ侯を中心に再度貴族同盟が結ばれ19),｢請願｣が

再提出された｡1464年7月16日に,この同盟にアラ

ゴン王フアン2世が加わる｡

1464年のメンド-サ家20)を除く大貴族による集

会,1464年9月21日ブルゴス評議会21),1464年12月

11日におけるメディーナ ･デル ･カンポの裁定22)

後の ｢請願｣には,新たな要素がみられる｡王位継

承者フアナは嫡出子ではなく,王妃とベルトラン･

デ ･ラ ･クエバの娘であるとするベルトラネ-ハ説

が強調されたばかりではない｡公証人の臨席による

公開初夜廃止など慣習軽視への批判,ベルトラン｡

デ ･ラ･クエバの宮廷からの追放要求,エンリケ4

世が纂奪しているアルフォンソ王子の権利の回復要

求,悪貨鋳造などの新たな批判が,この時期続出し

た｡

ブルゴス評議会で出された ｢請願｣では,これま

でと同様の条項に加え,｢エンリケ4世は対イスラ

ム戦争のための,80万デュカードを一部無益に費や

し,一部を着服した.また先のカステイ-リヤ王フ

アン2世の過言を無視して,アルフォンソ王子では

なく,ベルトラン･デ ･ラ･クエバにサンティアゴ

騎士団長位を与えようとしている｣23)との批判がな

された｡これらの新しい要項を加えた反国王派新文

書が,教皇に送付された｡同時に反エンリケ派年代

記作者バレンシアはローマへ赴き,直接教皇に会い

｢請願｣を認めるよう要請した24㌔ これに対し,エ

ンリケ派も反論を開始し,年代記作者エンリケス･

デル ･カステイ-リョがエンリケ4世の正統性,皮

乱者たちの愚について,費族やエルマンダーの各指

揮官を前に演説した25㌔

ブルゴス評議会による新たな ｢請願｣の結果,

1464年12月13日,エンリケ4世は,ベル トラン･

デ ･ラ･クエバに対し,サンティアゴ騎士団長位の

放棄26)を命じ アルフォンソは王位継承者として

承認されることとなった27)0

1465年 1月16日にメディーナ ･デル ･カンポの裁

定に対し,エンリケ4世が療族の ｢請願｣に譲歩す

るかたちで,｢アルフォンソの立場の保証,アルフ

ォンソはフアナと結婚すること｡イサベルが王国の

三身分の同意がない限りポルトガル王と結婚しない

こと｣を条件に和解28)する旨の審簡を送り,エンリ

ケ4世とどリェ-ナ候が,シマンカスの会見で調印

した29)0
しかし1466年 トレド大司教は,さらに教皇パウ

ロ2世に,｢アルフォンソ12世の正当性,エンリケ

4世による王国の混乱と醜聞｣についての書簡を送

った｡そこでパウロ2世は,1467年カステイ-リヤ

の内紛を調停するため,教皇特使ベネリスを派遣し

た｡
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1466年から,エンリケ4世は,初めて本格的に自

分の正当性を主張する決意をし,神学者フランシス

コ･デ･トレドに命じ,親エンリケ派の主張の文書

を作成させ,その説教をさせた30)｡時を同じくして

1466年,｢アルフォンソ12世｣も,アンプリアス司

教アントン･デ･アルカラその他神学者に自分の正

当性を主張する文書を作成させた31)0 1467年には,

エンリケ4世と反乱貴族の間で幾度となく話し合い

が持たれた｡その中でエンリケ4世は,｢アルフォ

ンソの王位継承は認める｡自分の統治権は正統なも

のであり,自分は王国に平和を与えたいだけであ

る｣と主張した32)0

1467年9月13日エンリケ派である教皇パウロ2世

の意向に反して,教皇特使ベネリスは,貴族にアル

フォンソ12世への服従を命じた33)｡しかし程なく主

要貴族はアルフォンソ派から離れ,エンリケ4世が

正統な王として再承認される｡一方のアルフォンソ

もその死まで,王を名乗り続けた34)0

エンリケ4世は,1466年まであえて自己の正統性

を主張せず,プロパガンダに熱心ではなかった｡そ

れまでのエンリケ4世は,反乱貴族によるプロパガ

ンダに対し,無視か,軍事的対応で答えた｡エンリ

ケ4世は自己の正当性に自信を持っており,あえて

それを公表する必要を感じていなかったと思われ

る｡他方アルフォンソ派は正当性に瀬庇があるため

エンリケ4世批判プロパガンダを繰り返した可能性

を否定しきれない｡ともあれ ｢アルフォンソ12世｣

プロパガンダが,王国全土に広がり,次のイサベル

による反エンリケ派のスタンスに,大きな正統性の

論拠を与えたのである｡

Ⅱ イサベルの王位継承権の合法性をめぐる

議論とプロパガンダ

1468年7月5日｢アルフォンソ12世｣が死去した｡

アルフォンソの死後,反乱貴族に残された唯一の切

り札はイサベルであった｡イサベルが選択したのは

｢アルフォンソ12世｣の直接の後継者ではなく,エ

ンリケ4世の王位継承者になるということであっ

た｡エンリケ4世を廃位し,その後を ｢アルフォン

ソ12世｣が襲ったのであれば,次に ｢アルフォンソ

12世｣の後継者としてイサベルが女王として即位す

るべきであり,エンリケ4世の王位継承者となるの

では筋が通らない｡このことは,エンリケ4世に譲

歩せざるをえないほどイサベル派が不安定であり,

イサベルが女性であるゆえに対立国王として最良の

存在でなかったことを示している｡イサベル派の主

張も,これまでのアルフォンソ派の主張を継承しな

がらも,もっぱらエンリケ4世の性的不能とフアナ

がベルトラネ-ハであるということ,エンリケ4世

への服従に主眼をおいたものとなっている｡

1468年9月18日のギサンド条約で, トレド大司

敬,サンティアゴ騎士団長など,大貴族のほとんど

がイサベル支持派にまわった｡ギサンド条約による

イサベルの王位継承権承認の知らせは王国全土に送

付された35)｡ギサンド条約は,｢王と王妃は,合法

的に結婚していない｡そのため王国に正統な後継者

がいないという事態を避けるために,イサベルを王

位継承者とする｡イサベルは,王,トレド大司教,

どリェ-ナ侯,プラセンシア伯の同意の下に結婚相

手を決めること｣36)というものであった｡

しかし,ギサンド条約締結直後,どリェ-ナ侯,

カラトラバ騎士団長がエンリケ派へ移行した｡1468

年9月16日ブイトラゴで,メンド-サ家の庇護の

下,フアナ王妃がイサベルの王位継承権の承認につ

いて異義を申し立てた37)｡エンリケ4世は,イサベ

ルの支持基盤が非常に不安定であると見て取 り,

1469年オカーニヤのコルデスで,イサベルの王位

継承権を否認した｡

これを受けて,1469年10月12日,イサベルは,フ

ェルナンドとの結婚に関する弁明を王国全土で行っ

た38)0 1469年10月18日トレド大司教は,教皇シク

ストウス4世が,イサベルの結婚を祝福した旨を王

国全土に公表した｡1470年ファドリケ提督は,エ

ンリケ4世の悪政,キリスト教の軽視などを批判す

る文書を発表39)したが,わずかな賛同者しか得ら

れなかった｡1470年2月にイサベルとフェルナンド

は,エンリケ4世の王位継承への同意を得るべ く,

｢王位継承権,フェルナンドとの結婚の正当性,平

和の希求,エンリケ4世への服従｣を表明した書簡

を発表し,王国全土に送付したが,エンリケ4世か

らはなんの返答も得られなかった40)0

1470年のバリェ･デ ･ロソヤの宣誓で,エンリ
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ケ4世は,フランス大使に対し｢王国の平和のため

に,イサベルの王位継承権を承認したが,その後王

の同意なくアラゴン王太子と結婚し,約定を破っ

た｣という公式見解を表明した41)0

イサベルが,フランス王ルイ11世の弟ギュイエ

ンヌ公との結婚を断り,フェルナンドと結婚したこ

とは,フランスを怒らせ,フランスをエンリケ派に

つかせることとなった｡ これは,大きな痛手であ

り,エンリケ派にイサベル攻撃の格好の口実を与え

た｡反面,ルイ11世と対立する,イングランド,

ブルゴーニュ,アラゴン,そして新教皇シクストウ

ス4世がイサベル派支持にまわった｡教皇特使アレ

ツサンドロ･デ ･ボルジアが,イサベル派擁護の立

場で内戦に介入し,枢機卿位に野心のあるメンド-

サ家,その縁戚であるベラスコ,ピメンテル家など

がイサベル派に転向した｡アラゴン派であるエンリ

ケス家とトレド大司教のイサベル支持が不動であっ

たのはいうまでもない｡

これら一連のプ ロパガンダは,イサベル派を有利

な立場に導く大きな一助となったOイングランド,

フランス,ポルトガル,アラゴン王家が結婚の申し

入れを行ったことは,それを示すものであろう｡

1470年,イサベルがアラゴン王太子と結婚したこ

とで王位継承権を剥奪され,フアナが王位継承権を

認められたことにより,フランス王弟は,フアナと

の結婚を企図した｡しかしその際,エンリケ4世と

フアナ王妃の嫡出子宣誓を要求した｡王と王妃,そ

の周囲の貴族は,｢大いに恥じ入りながら｣まず王

妃が ｢フアナは夫の娘である｣,次にエンリケ4世

が ｢フアナが誕生した時から,自分の娘であると信

じてきた｣と宣誓した42)｡それにもかかわらず,早

の後,フランス王弟はフアナとの結婚を破棄し,紘

局フアナはポルトガル王家に嫁ぐこととなる｡また

ポルトガル王アフォンソ5世のフアナ支援は,ポル

トガル王国内で不人気であったし,ブルゴーニュと

イングランドはイサベル派と協定を結んだ｡このこ

とから,イサベル派が単なる少数勢力とみなされて

いなかったこと,また,その主張が広く浸透する一

方,フアナ派の退潮が窺われる｡

1474年12月時点において,イサベル派は,アラ

ゴン王,メンド-サ家,アルバレス ･デ ･トレド

家,ベラスコ家,エンリケス家,ピメンテル家,辛

ニヨネス家,グスマン家,マンリケ家に,主要都市

を数えるようになる｡フアナ派を構成したのはポル

トガル王,パチェコ家,トレド大司教43),ボンセ･

デ ･レオン家,ストウニガ家などであった｡フアナ

派が軍事的優勢を保ったが,1477年までにポルトガ

ル,カステイ-リヤ国内の不人気を一因として,フ

アナ派は瓦解を始める｡

貴族はそれぞれの持つ政治イデオロギー的立場に

基づいて行動していたのではなく,各家門の利害に

より活動していた｡そのため王権対貴族のイデオロ

ギー的対立という見解には,-定の修正が必要であ

る｡しかしプロパガンダの役割が少なくなかったこ

とは,王と薦族が,時勢に応じて,同盟関係を変化

させる際,各派の政治イデオロギーを活用したこと

からも窺える｡聖俗の貴族や主要都市を巻きこんだ

王位継承争いの中で,｢異教の王｣｢性的不能｣｢悪

政｣｢エンリケ4世の結婚の非合法性｣などという言

説が拡散し,時代の支配的イデオロギーとして定着

するに至ったのである｡

Ⅲ 15世紀末における情報伝達のメディア

15世紀のメディアの特色として,羊皮紙から紙

への文書素材の変化があげられる｡グーテンベルク

の印刷技術導入44)からも推察できるように,文字

言語の重要性が増大した｡俗語の普及により,表現

も飛躍的に多様化した｡15世紀は,前世紀と比較

にならないほど,著作数が増大しており,13世紀の

92作,14世紀の112作から,15世紀には,数千作以上

の著作が書かれた45)oこのような背景から,年代

記,貴族間の公開回覧書簡,コプラや政治風刺寓意

詩などは,文字に親しむ貴族や都市支配層への重要

なプロパガンダのメディアであると考えられる｡

年代記は,旧来のラテン語から俗語表記となり,

その内容も具体的な政治的目的を持った党派的なも

のとなったが,それは特にエンリケ4世期において

顕著である｡バレンシア (1423-92年)は,エンリ

ケ4世の刺客や投獄から逃れながら,その年代記の

中でエンリケ4世の悪政,性的不能など,あらゆる

側面から王を批判した46)｡バレーラ (1412年生)ち

代表的な反エンリケ派年代記作者で,エンリケ4世

- 27-



ス ペ イ ン 史 研 究 第 16号

の反乱正当化の重要な担い手の一人であった47)Oェ

ンリケス ･デル ･カステイ -リョ(1443-1503

年)48)は,エンリケ派の年代記作者で,エンリケ4

世の廃位論に対して,エンリケ4世の統治権の正統

性を主張し,唯一 ｢王妃の娘｣に関する言及を避け

ている｡

これら年代記作家は,書記官,国内外への使者で

あり,貴族の集会などで,政治的理念に関する討論

の中心にいるなど,幅広い活動をしていた｡このこ

とから,年代記作者が単なる歴史叙述のみをしてい

たわけではなく,彼らが書く年代記が多様な役割を

担っていたことがわかる｡

エンリケ4世期の文学作品の傾向として,これま

で主流を占めていた,拝情詩,宮廷詩,武勲詩,道

徳的な詩などに代わり,風刺詩など体制批判のジャ

ンルの拡大が特徴的である｡王が直接辛珠に風刺さ

れたことが,前後の時代と比較すると大きな特色で

ある｡このことから,人々の ｢政治文化｣への高い

関心が垣間見られるO

主な作品として,イニゴ･ロペス･デ ･メンド-

サによる｢修道院長の歌｣49),1464年の ｢ミンゴ･レ

ブルゴの歌｣50),1467-68年の ｢キリスト者の人生の

歌｣51)などがある｡イニゴ･ロペス･デ ･メンド-

サの作品が広く読まれたことは,その写本の多きか

ら推察することができる52)0

著作家の多くは貴族であり,直接的に政治の中枢

に関わっていた｡政治批判の詩歌は,作成されるな

りその周囲に発表され,公の場で,大きな声で読ま

れ,歌われた53)｡このことから,体制批判の著作が

作成された当時において,詩歌をとおしたプロパガ

ンダの役割がいかに大きかったか,そして政治と文

学の密接な相関関係があったことが理解できる｡文

学史料の政治史研究における重要性は,再評価され

なければならない｡

Ⅳ 宮廷と地方:王位継承問題と反領主反乱

このような政治的潮流とプロパガンダは,都市や

｢民衆｣(pueblo,comdn)も無関係ではない.プロ

パガンダを利用した政治的動きは,支配者層に独占

されていたわけではなく,様々な社会層で実践ざれ

ていた｡

エンリケ4世への批判である ｢法の軽視｣は,幅

広い意味で用いられているが,都市においては,

｢都市の同意なしの貴族への王領地の恵与｣と理解

されていた｡都市のエンリケ4世に対する不満は,

コルデスにおける諸都市の訴えから明確に読み取れ

る｡

1442年バリヤドリッドのコルデスにおいて,フ

アン2世に対する諸都市の請願 ｢王とその未来の後

継者は,王領地を貴族に恵与することはできない｡

恵与に対する反乱は,正当であるとみなされる｣が

承認された｡1455年のコルドバのコルテス,1465年

のサラマンカのコルデスにおいて,諸都市はエンリ

ケ4世に対し,上記の請願の再確認を迫ったが,エ

ンリケ4世は,それを無視し54),王領地の恵与は増

加の一途をたどった｡

エンリケ派とイサベル派双方の主張は,王国全土

に書簡を通して流布された｡イサベルは,ギサンド

条約破棄以降,大貴族の充分な支持を得られなかっ

たことから,王国全土に書簡を送り,｢1464年9月

15日以降の恵与を解消し,こうした不必要な恵与

をしない｣55)と主張することにより,王領地の恵与

に批判的な都市支配層をイサベル派に合流させた｡

このように都市は,1468年まで不安定な動きをし

ていたが,それ以降,都市の多くがイサベル派支持

にまわった｡これに対しエンリケ4世は,フアン･

パチェコ,アロ伯,ペドロ･ヒロンの支持を取り付

けるため,貴族への恵与を増大させたのであり,多

くの都市がエンリケ4世から離れた｡

1469年のサラマンカとトルヒ-リョ,1470年のメ

ディーナ ･デル ･カンポ,1471年のビルバオ,1472

年にパチェコへの恵与に反発したセプルベダ,アラ

ンダ,アグレダ,モヤ,1474年にパチェコへの恵与

に反発したトルデシ-リヤス,セゴビアなどはその

一例である56)｡地方についていえば,1469年ビスカ

ヤ,エストウレマドゥ-ラは,ストウニガ家とアル

バレス ･デ ･トレド家の抗争で二つに分かれてお

り,イサベル派は後者を支持した｡ムルシア,アス

トウリアスなどは,当初よりイサベル派であった｡

以上のように,宮廷政治と地方が政治状況に応じ

てしばしば結びつき,諸都市間の情報伝達も意外に

早かったことがわかる｡反領主反乱や都市内の抗争
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は,これまでもみられたが,イサベル派支持という

かたちを採って,都市内の抗争が王位継承争いと連

動し,そういった中で,｢民衆｣の不満が表明され

たのであった｡

V 宮廷プロパガンダと ｢民衆｣:都市の

オーラル空間における情報伝達の可能性

ポール･ズントールは,13世紀から都市空間にお

ける情報伝達が拡大し,15世紀から,集団の合意形

成や情報の重要性が,意識されるようになったとし

てい8 57)｡大半の人々が,文字ではなくオーラルで

つながっており,オーラル言語が唯一の公的なコミ

ュニケーションの手段であったoLかし,そのこと

が情報伝達を不可能にしていたわけではない｡

宮廷から都市への情報伝達手段として注目すべき

なのは,公開回覧書簡である｡エンリケ4世がムル

シアに宛てた1464年11月30日付けの書簡では,エ

ンリケ4世が,アルフォンソ王子を王位継承者に指

名している58)0 1468年7月4日アルフォンソ王子の

死去による,イサベルの王位継承の知らせ59)など

も同様であり,以降もおびただしい書簡が王国全土

に送付された｡これら操作された書簡には,｢広場,

市場などの場所で知らせるよう｡この指示を知らな

かったということのないよう｣60)という但し書きが

されていることが多く,王国全域の様々な住民への

伝達が意識されていたと考えられる｡

貴族による都市向けのプロパガンダは,最も重要

である｡｢請願｣は貴族だけに伝えられたのではな

い｡1464年大貴族によるブルゴスでの評議会の際

どリェ-ナ侯は,教会,広場など人の集まる場所を

巡回しながら,｢王国を混乱させたり,都市に損害

を与えたりするために来たわけではない｣,｢エンリ

ケ4世は,為政者というより暴君である｣,と住民,

教区民に自説を開陳している｡その上でエンリケ4

世の ｢悪政と悪しき生活｣を批判し,｢それらを解

決するために来たのだ｣,と住民の支持を求めてい

る61)｡アビラの三文芝居事件前,エンリケ4世の廃

位を正当化するプロパガンダは,バリヤドリッド,

アビラにおいて,ファドリケ提督により行われ,

人々が ｢アルフォンソ12世｣に同調すべく,事前の

アジテーションによって周到に準備苦れた62).

1465年6月5日のアビラの三文芝居事件は,民衆

向けの公開儀礼としての性格を持ち,アビラ市民ま

たその他の地域の住民全員がよく見渡せるように,

アビラの近くに舞台を設えた63)｡この公開儀礼の主

目的は,エンリケ4世への憎悪とアルフォンソ12世

への敬愛を惹起することにあった｡

この小劇では,住民にも理解しやすいような工夫

が凝らされた｡喪服を纏ったエンリケ4世の人形か

ら,まずトレド大司教が ｢王に催しないため｣と王

冠を取り去り,次にどリェ-ナ候が ｢公正な政治を

喪失させた｣と言いながら王筋を投げ捨てた｡次に

プラセンシア伯が,｢王国の庇護者ではない｣と述

べながら王剣を奪い,ベナベンチ,パレデス伯が王

のすべての象徴を取り除いた｡最後にディェゴ･ロ

ペス ･デ･ストウニガが ｢王位と玉座を失うに債す

る｣と主張しながら,エンリケの像を舞台から蹴り

おとした｡そこにいた人間はあたかも王が亡くなっ

たかのように泣いたOその後すべての聖職者と騎士

によってアルフォンソ王子が舞台に上げられ,大声

で ｢アルフォンソ王のカステイ-リヤ,カステイ-

リヤ !｣と歓呼の声をあげた｡トランペットが吹き

鳴ら苦れ,居並ぶ騎士たちは,新王の手に接吻をし

た64)0

エンリケ4世の像に喪服を着せ,皆で泣く｢葬

式｣が行われたのは,｢もし反乱が成功しない場合,

王国を解放するため,暴君を殺すしかない｣という

トマス･アタイナスの神学的イデオロギーに基づく

ものである65)｡このことは数日の内にカステイ-リ

ャ,レオン,アンダルシアへと広まった66)｡二人の

王の存在に,王国は混乱した｡バレンシアは,｢ア

ルフォンソ王は,正統な王であるが富を持たなかっ

た｣｢強欲な民衆は,エンリケ4世の富をみて,塞

にたかる蝿のようにエンリケ派に集まった｣67)と記

述している｡

王自身によってもプロパガンダは行われた｡1467

年オルメドの戦いの前,エンリケ4世はオルメドに

赴き,アルフォンソ派住民を懐柔しようとした68)0

同年エンリケ4世のマドリッド滞在中も住民が大声

でエンリケ4世称揚,反乱貴族批判をしている69)0

1468年ぺドロ･デ ･シルバ,バダホス司教がエン

リケ派として行動を起こし,トレドもエンリケ4世
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称揚の声をあげた70)0

高位聖職者もまた貴族と同様に王位継承抗争にお

いて,いくつかの党派に分かれ争った｡彼らは貴族

と親族であることが多く,宮廷政治に深く関わって
●

いた｡各党派の主張を練り,それを流布させた聖職

者の政治プロパガンダに果たした役割は大きい｡説

教師を通じ｢民衆｣への情報媒体としても重要な役

割を担ったのである｡

説教師は,民衆に対しては,説教を通して,自派

の主張を広めた｡説教は,種本をもとに,主に道徳

的改俊のメッセージを都市民に向けて発信してい

た｡しかし種本には基本的な組み立てが書かれてい

るだけで,状況と場合によって説教師の意思によっ

て時流に沿った説教ができるようになっていた71)0

1464年ブルゴス評議会の後,クエンカ司教によ

って,きわめて辛抹なエンリケ批判と説教がなされ

た.一方,敵方の絶え間ない批判への反論は,エン

リケ4世側ではこの時点において未だ練られていな

い72)｡ようやく1467年,エンリケス ･デル ･カス

テイ-リョが以前行った演説が,ディエゴ･アリア

ス師をはじめとするエンリケ4世支持者により,疏

布されるようになる73)｡ 1471年5月メディーナ ･デ

ル･カンポにおいてアラス枢機卿による反イサベ

ル･プロパガンダもなされた｡トレド大司教,セビ

ーリヤ大司教,サンティアゴ大司教,ブルゴス,コ

リア,シグエンサ,オロペ-サなど多くの司教がこ

れに参加したため,各司教区内における説教を通じ

てのプロパガンダがあったことが推察できる｡

中世社会において,噂は,重要なプロパガンダの

手段であった｡貴族の作為的言説を淵源とする噂

は,様々な社会集団の間に広く浸透したのである｡

1464年のアビラの三文芝居事件によるエンリケ4

世の廃位,｢アルフォンソ12世｣即位の噂は,カス

テイ-リヤ,レオン,アンダルシアに広く知られ

た｡事件直後は,大方の地域で ｢アルフォンソ12世

万歳 !｣の歓呼があがり,エンリケ派貴族が住民に

よって追放された｡

もちろんすべての地域がアルフォンソ派だったわ

けではないO反乱派の横暴に揺れたエンリケ派の地

域では,城門や貴族の館の前で,辛殊な反乱貴族批

判のコプラが,住民により大声で歌われた｡シマン

カスでは,イスラムの侵略による ｢スペイン喪失｣

の原因となったフリアン伯の兄弟オーパスの人形を

トレド大司教に見立て,｢反逆者｣などと罵倒し,

火の中へ投げ入れ ｢死ね,死ね,王を捕えた反逆者

たちよ !｣と叫んだ｡その影響を受けて,バリヤド

リッド,どリヤルバでも｢アルフォンソ王子は提督

の伐偶である｡エンリケ4世が秩序を保証してくれ

る｣という噂が流れ,エンリケ4世支持派として武

装した74)0 1466年には,貴族がエンリケ,アルフ

ォンソ両方の弱体化を画策しているとの噂が流れ

た75)0

バレンシアは,エンリケ4世がフアナ王妃との初

夜に失敗したことなどの,諸都市に広まった噂は,

まもなく愚弄と噸笑へと変化していった,と記して

いる76)｡エンリケ4世とフアナの初夜は,ブラン

カ･デ ･ナバーラの時と同様に失敗したというバラ

ードが通りで歌われたとのドイツ人旅行者の証言も

ある77)0

年代記作者バレーラによれば,｢フアナが何者で

あるかについての民衆の声を軽視してはならない｡

なぜなら民衆は神の声を持っており,それは真実の

泉だからである｣78)とした｡つまり,エンリケ4世

の性的不能も,｢民衆｣がそう信じているなら,早

れが真実になると考えられていた｡そのことから

｢民衆｣へのプロパガンダの結果生じた認識には,

一定の社会的評価がなされた｡｢民衆｣の声は,礼

会の総意の表明とみなされ,制度化されて,歴史的

事象を確証する役割を担ったのである｡

噂の作者である貴族たちの大部分が,反エンリケ

派から親エンリケ派へ移行した後も,噂は共通感情

として存続し,下から影響し続けた｡実際 ｢民衆｣

の動きは,｢民衆｣の反乱,ひいては ｢民衆｣による

アルフォンソ,イサベル歓呼につながっていくので

あり,｢民衆｣向けプロパガンダもまた,王位継承

問題に関わりを持つことが確認できるのである｡

｢民衆｣は歓呼を通して,プロパガンダに参加し

た｡1465年のアビラの三文芝居事件79)は,事前に

喧伝され,その舞台を見に,アビラの住民すべてが

集まった大掛かりなプロパガンダであった｡このよ

うな ｢王の死｣と新王の即位には,｢民衆｣の歓呼に

よる同意が必要である｡そのため反乱派の貴族は,
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前もって ｢民衆｣に説明,説得し,住民の歓呼を得

たのである｡1474年にイサベルがセゴビアで即位

した際も,セゴビアはすでにイサベル派となってお

り,イサベルは住民の ｢歓呼｣の中で戴冠した｡こ

のように王の戴冠の際には,｢民衆｣の同意の歓呼

が演じられた｡

政治において ｢民衆｣は疎外された存在ではなく,

受動的とはいえある程度情事削こ通じていたといえ

る｡各都市では貴族や市参事会,説教師が情報発信

者としての役割を担ったばかりではない｡人々が集

まり情報交換をする広場,教会,市場,領主の館,

居酒魔,公衆浴場,洗濯場や泉などがあり,祝祭を

通じて住民の隣人関係も強化された｡祝祭 (シャリ

ヴァリ)では,｢愚弄の王｣｢偽司教｣が選ばれ,政

治批判が行われて,有力者が噸笑ざれた｡都市の規

模は概して小さく,濃密な人間関係が維持されたこ

とから,情報伝達のスピードも速かったとが推察さ

れる｡

このことから,受動的な情報が中心であるもの

の ｢民衆｣の間でも,迅速で濃密なコミュニケーシ

ョンが行われ,｢政治文化｣との接点があったと考

えられる｡

｢民衆｣は,人口の大部分を占めていたが,カス

テイ-リヤ中世史において最近まで政治的意志があ

るとはみなされておらず,唾味な社会層として理解

がされてきた｡しかし15世紀末において,｢集団心

性｣として唾昧祝されてきた ｢民衆｣の意識机 は,

ある程度具体性を帯びてくる｡｢民衆｣は政治情報

の受信者にとどまらず,前述した広場や市場,洗濯

場などを介して,加工した政治情報を発信したので

ある｡

14-15世紀には,都市における教会の思想 ･文化

の独占が終鳶しつつあった｡13世紀までは修道院

付属の学校が中心であったが,やがて世俗の学校81)

が多数つくられた｡13世紀に創設された大学82)は,

15世紀にその数を増やし,学生数も飛躍的に上昇

した｡15世紀には幅広い知への関心が深まり,｢エ

リート文化｣と｢民衆文化｣の二項対立が崩れ,二

つの文化の相互浸透が顕著になる83)0

アルフォンソ11世によるレヒドール制の導入と

寡頭政治体制の強化により,都市官職は下級貴族や

有力市民に独占され,社会対立が激化する84)｡下級

資族や有力市民による寡頭政的支配下に置かれた都

市 ｢民衆｣とはいえ,決して一枚岩ではなく,様々

な利害対立を内包していた｡しかし彼らは主に情報

の受信者として,ある種の一体感を保持しており,

ブルゴスなどでは ｢民衆｣による住民集会さえ開催

された｡この住民集会は寡頭支配層の独占する市参

事会への ｢圧力団体｣として機能し,住民集会代表

は ｢民衆｣の声を市議会へ伝え,その意思を代弁し

たのである｡

セプルベダは,エンリケ4世の圧力に屈せず,イ

サベル派として反乱に加わった都市の好例である｡

エンリケ4世が,1466年85)から1472年まで2度にわ

たり財産没収を宣言して服属を求めたが,その要求

に屈することはなかった｡

1472年の国王文書によれば ｢---ディエゴ･ロペ

ス ･デル ･エンシーナ,フェルナンド･ビジョシー

ジョ,ヌーニヨ･ヌーニェス,ロペ ･フェルナンデ

ス,ベロ･マルティネス･デ･ラ ･オサ,アンドレ

ス ･デル ･オリバ,レヒドール ･アンドレス･パジ

ャン,下級食族のプロタラドール ･フェルナンド･

デ ･ペ ドラサ,住民代表 (procuradordelo§vecト

mos)フェルナンド･エスタデ一口,ルイス･ゴンサ

レス,その息子アルバロ･デ･セプルベダ,フェル

ナンド･デ ･カピージャス,フェルナンド･デ･ベ

ニヤランダ,番記官フルートス･ゴンサレス,デイ

エゴ･フェルナンデス ･カレロ,アルバロ･ロドリ

ゲス,ガルシア･デ ･アガ-ジョ,フルートス･

デ ･オリバ,ベロ･ゴンサレス･デル ･アラメダ,

アルバロ･デル ･コラルは,セプルベダにおいて,

アビラ住民のベロ･ダビラと私 (エンリケ4世)の

憎く,不審な敵であるシチリア王 (フェルナンド)

の配下のものとともに,王に対して反抗し,反乱を

起こし,重大で醜悪な罪を犯した｡これらの罪は大

変重く,セプルベダ内外の動産,土地と建物,也

代,永代所有権は没収の罰に値する--サンティア

ゴ騎士団長フアン･パチェコと王を敬い,支持する

ことを命じる-- ｣86)0

この文書から,アラゴン王フェルナンド,貴族,

下級貴族,住民などが一体となって制度の対立を超

えて反乱に参加した一例87)が浮かび上がるO
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｢公益｣,｢王国の平和｣は,中世末期において行

為や権力を正当化する表現として頻繁に利用され

る｡それが合意するのは,中世末期の権力が裁判権

のみならず,｢民衆｣の支持,｢民衆の声｣に支えら

れ,それを不可欠の一部として組み込まざるをえな

かったということである｡

お わ リ に

イサベル 1世の即位は単なる宮廷クーデターでは

なく,伝統的方法論や視点だけでは十分に説明する

ことはできない｡それを説明するには,｢民衆｣と

｢民衆｣向けの政治プロパガンダという媒介変数が

不可欠である｡｢民衆｣の社会心性史的視点を導入

して,伝来史料を読み解き,新たな全体像を模索す

る必要もあろう｡

エンリケ4世は,軍事力で反乱貴族を抑えるほど

のカを持っておらず,反乱勢力も不安定である｡エ

ンリケ4世はプロパガンダを軽視し,恵与によって

支持を拡大しようとした一方,反乱派は,当初か

ら,考え抜かれたプロパガンダを浸透させる努力を

怠らなかったoここに,反乱派の勝利の一因がある

のではないだろうか｡

13世紀のサンチョ4世の父王への反乱,14世紀の

トラスタマラ革命においては ｢現王の廃位と王位纂

奪｣を求める軍事的勝利後になって,権力の正当性

を確保するための ｢プロパガンダ｣が行われた｡そ

してそれが一定の意義を持ったとみなされてきた｡

しかし,エンリケ4世の王位継承争いの場合,まず

プロパガンダが行われ,イサベル派による主張が正

統であるイメージを浸透させた後,1475年軍事衝突

に至った｡積極的にプロパガンダを行ったイサベル

派が勝利を収めたことからも,プ ロパガンダが重要

な役割を果たしたことが確認できる｡

以上の検討から,反エンリケ4世の政治プロパガ

ンダが,有効であったことは否定できない｡反乱派

貴族が ｢フアナこそ正統な王位継承者であった｣と

述懐していることからも,イサベルが持つ正統性の

基盤の脆弱性は明らかである｡またカトリック両王

の支配体制は,エンリケ4世の政治方針を継承して

おり,エンリケとイサベルの支配に質的差異があっ

たとは思われない｡

プロパガンダという観点から考察することは,記

述史料に明確に表れない ｢インフォーマルな権力｣

に注目することを意味する｡反エンリケ4世政治プ

ロパガンダは,一定の条件下において,プロパガン

ダが政治 ･社会的に大きな影響力を行使した好例と

いえよう｡

1) Sitges.∫.B.,EnriqueⅣylaexcelentesehora.llamada

vulgarmentedohaJuanalaBerEraneja(1425-1530),

Madrid,1912.

2) Mara凸dn,G.,ETuayObioldgicosobreEnrique〟de

Castillaysutiempo,Madrid,1930.エンリケ4世の性的

不能についての,医学的視点からの最新研究に Bote-

1laLlusia,I""PersonalidadypernlendocrinodeEn-

riquerV",ETm'queIVdeCastillaySLLtiempo･Semanade

Marahon,Valladolid.2000,があるが,同様の結論が出

されている｡

3) 主要なものとしてVicensVives,I.,Historiacrfticade

lavidayreinadodeFemandoelCatdlico,Zaragoza,
1962;TorresFontes,∫.,"LacontratacidndeGuisando",

AnLLariodeEstudiosMedievales,2,1965;Azcona,T.,

IsabellaCatdlica.Estudiocrl'ticodesuvidaysureinado,

Madrid,1964;Su畠rezFern畠ndez,L.,Matrimonioyde-

rechosucesorioIsabellaCatdlica,Valldolid,1960;idem,

"EntornoalpactodelosTorosdeGuisando",飽些 麺 ,

23,1963:idem,LosReyesCatdlicos.Laconquistadel

troTW,Madrid,1989;DelVatValdivieso,M.LIsabella

Catdlica.Princesa(1468｣474),Valladolid,1974,などB

4) 1455年5月20日のエンリケ4世とフアナ･デ･ポル

トガル,1469年10月19日のイサベルとフェルナンドの

結婚は,教皇の承認が得られていない｡

5) メディーナ･デル･カンポの裁定における,エンリ

ケ4世と｢アルフォンソ12世｣の和解と破棄01468年

9月19日のギサンド条約調印とオカーニヤのコルデス

における破棄をさす｡

6) 王権とトレド大司教,フアン･パチェコ,メンド-

サ家を中心とする各党派は,頻繁にその同盟者を変え

ていった0

7) フアン2世は1454年7月8日に遺言書 ｢エンリケ,

アルフォンソ,イサベルという順位で,王位は継承さ

れるべし｡以下それぞれの正統な後継者が王位を継承

すべし｣を残した｡エンリケ4世は,1464年12月4日

｢父王フアン2世の遺志に従い,アルフォンソを王位

継承者とする--｣(如chivoHistdricoNacional.以下

AHN.,と略記｡Frias,664/15)旨の文書を作成したが,

後に撤回している｡エンリケ4世は1474年12月12臥
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過言で,フアナを王位継承者とするとしたが,その過

言も無視され,イサベルが即位した｡

8) SuarezFern畠ndez,LりNoblezaymonarquta,Vallado-

1札 1975.

9) NietoSofia,J･M･.CeremonL'adelarealeza:propagan-

daylegitimacidnenlaCastL'llaTrastdmara,Madrid,

1993;idem,Orl'genesdelaMonarqul'ahispdnica:pro-

pagandaylegiLimacidn(ca･1400-1520),Dykinson,1999;

idem,"Propagandapoll'ticaypoderrealenlaCastilla

Trastamara:unaperspectivaan紬sis",AnLLariodeEs-

tudiosMedievales,25/2J995,pp.489-516;idem,"Los

fundamentosideoldgicosdelpo°erregio".IsabeHa

地 (ed･JulioValdednBaruque).Va.I

lladolid.2001,pp.181-216:CarrascoManchado,A.M"

DiscursopoIL'ticoypropagandaenlacortedelosReyes

Catdlicos(1474-1482),tesisdoctral,2tomos,Universト

dadComplutense,2000.

10) Su畠rezFern点ndez,LNoblezayMonarquL'a,Vallado-

1id,1975;打elValValdivieso,M.i,isabellaCatdlica;

idem,"Lo§bandosnobiliariosduranteelreinadode

EnrlqueIV竹,.Hi垂鎧捜担,130,1975･
●

1D NietoSoria,∫.M.. "Laavisacidndeladignidadreal

enelcontextodelaconfrontacidnpolfticadesutiem-

po",Pensamienromedievalhisano･Homena'eaHora-

cioSantiago.T_迦BJ_a(co.JoseMariaSoloRdbanos),I,

Zamora,1998,pp･405-437･

12) CortesdelogAntigLLOSReinosdeCastillayLedn,Ma-

drid,1866,乱 p.457.

13) NietoSoria,Ibid.,pp,405-437･
14) TorresFontes.1.,Estudiossobrela"CrdnicadeEn-

riquelV"delDr･GaltndezdeCarvajal,Murcia,1946,

cap.XLII(以下Crdnicaと略記).

15) Palencia,A.,CrdnicadeElm'queIV,Madrid,1973,

DecadaI,LibroVI,cap.Ⅵ (以下 Crdnicaと略記)･

16) Palencia,A.,Crdnica,DecadaI,LibroVI.cap.VI･

17) TorresFontes,∫.,Crdnlca,cap.礼Ⅱ.

18) フアナ ･エンリケスは,アラゴン王フアン2世の王

妃であり,アラゴン王フェルナンド2世の母親｡トレ

ド大司教アルフォンソ･カリ-リョの庶子 トロイル

は,ナバーラ総司令官のピエール ･ベラルタの庶子と

結婚しているためである｡

19) AHN.,FrlraS,690/ll.ベナベンチ伯,ブルゴス司教,

ペドロ･ヒロンも加入 ｢王位が正統でない者に渡らな

いよう,我々のできる方法で,正統な王位継承者へ渡

すものである--｣O

20) デ･ラ･クエバはメンド-サ家の姻戚で,1460年以

降一貫してエンリケ派O

21) Valera,D.,Memorialdediversashaza舶sa,Madrid,

1941,cap.XCVII(以下Memorialと略記).

22) Valera,DりMemorial,pp.487-488.

23) Palencia,A.,Cr血也 DecadaI,LibroVII,cap凡"エd

exaccidnde800.000ducadosporlaBLLladecruzada,

parteconsumidosentorpesempleosyparteencerrados

enelrealtesoro;loignominiosodelaguerraqLLeSeha -

bL'ahecho,ylosexorbitantesgravdmenesquasobrelos

pueblospesaban.TermindhaTu'endomencidndeD.BE卜

trdnydeldeseodeD.Enriquedeverleelevdoporautori-

dadapostdlicaalMaestrazgodeSantiago.yasegurd

que,sitatcosaseotorgaba,bienpodtaprepararseEspa･

触enteraavcraumentadasenproporcidnenormelas

calamidadesqualaajligtan".

24) TorresFontes,I..Crdnica,cap.Lilt.

25) TorresFontes,I.,Crdnica,cap.LXXXIV.
26) AHN"Frias,664/18.ベルトラン･デ ･ラ･クエバの

サンティアゴ騎士団長位の放東の文番が,1464年12月

13日に出された｡｢この年の末まで,ベル トラン･

デ ･ラ･クエバが保有していた,サンティアゴ騎士団

長位を放棄しなければならない--｣｡

27) AHN.,Frllas,13/5,15/13,16/5.1464年12月4日カペ

ソン｢余 (エンリケ4世)の治世の後に起こりうるす

べての王位継承に関する醜聞の材料を回避するため,

神への奉仕として以下の準備をする｡王国の正統な後

継者は余の弟アルフォンソ王子以外の何者でもない｡

この文番に基づき,すべての聖職者や騎士が,カステ

イ-リヤとレオン王国の長子であり後継者に,余の

父,栄えあるフアン王が王国の古い慣習に従ってして

きたように,忠誠を誓うことを懇願,要請する---｣｡

28) TorresFontes,∫.,Crdnica,cap.L氾ⅠⅠ,"sualtezales

aviadadoparasegLLridaddesusestadosalprincipedon

Alonsosuhermano,yqLLeelloslotenianconaquelaca-

tamientoqLLeatOdoprincipesedeviatener･yloservian

conaqLLellareverenciaquasedevia･peroSLLaltezalos

persegLLiayveyu'acontraellosconmonoarmadapidien-

dolescosasiru'ustas･Portanto･quahumildementelesu-

plicavaquafloqulSiesemolestarlosniestrecharlos･y

quepueselloscomosubditossearredrabanyhLLtande

suira,quasualtezanolosqLLisiesemosperseguirniir

contraellos.ydondeaquellosTWaCαS加eparaaplacar

suindignacion,tomandoaDiosportestigo,sedespidian

deSLLSerVicio,yqualesuplicavannoquisiesecasarala

infantado触IsabelsuhermanaconelreydePortugal

singradoyconsentimientodelostresestadosdesurei-
TWn.

29) TorresFontes,J.,Crdnica,cap.LXX･
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30) Palencia,A.,Crdnica,DecadaI,LibroVⅢ,cap.VⅢ.

31) TorresFontes,J.,Crdnica,cap.LXXX.

32) Palencia,A.,Crdnica,DecadaI,LibroX,cap.Ⅲ.

33) TorresFontes,Crdnica,cap.LXCV.
34) AHN.,Frias,661/30.1468年4月23日の ｢アルフォン

ソ12世｣による命令など,その他多数｡
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